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維持補修費
８億944万円（1.5％）

　平成29年度は、図書館とギャラリーを核とした土浦駅前北地区市街地再開発事業や新治小中一貫教育学
校整備事業、川口運動公園野球場整備事業などの本市の歴史に刻まれる大型事業の着実な完成を目指します。
また、環境への配慮や子育て支援、少子高齢化社会に対応した保健・福祉の充実など、住みやすいまちづく
りや地方創生につながるにぎわいのあるまちづくりを推進します。
※主な施策は、４月上旬号広報紙に掲載しています。また、予算書および予算の概要は市ホームページで
　もご覧になれます。

問財政課（☎826‐1111　内線2217）

■一般会計…538億1000万円
　（対前年度比　6.4％減）

■特別会計…431億6000万円
    （対前年度比　6.7％減）

■全会計合計…969億7000万円
    （対前年度比　6.5％減）

平成29年度
土浦市の予算

１年間の生活費を538万円と仮定、市の予算１億円＝約１万円に換算

※市の予算と家計の単純比較は
困難ですので、あくまで目安と
してください。

一般会計予算を家計に例えると…

収
　
入

市の予算 家計に例えると（前年度増減額）
市税、地方交付税など 300億6446万円 給料、手当 301万円（０万円）
国・県支出金 117億8474万円 親からの仕送り 118万円（▲５万円）
負担金、使用料 18億7326万円 パート収入 19万円（０万円）
市債 75億3209万円 ローンの借り入れ 75万円（▲21万円）
繰入金 ９億196万円 貯金の取り崩し ９万円（▲11万円）
その他 16億5349万円 その他 16万円（▲０万円）

合　計　 538億1000万円 合　計 538万円（▲37万円）

支
　
出

市の予算 家計に例えると（前年度増減額）
人件費 90億4706万円 食料費 90万円（▲５万円）
扶助費 112億4034万円 保健医療費 112万円（▲３万円）
公債費 51億8469万円 ローンの返済 52万円（３万円）
物件費 78億552万円 被服費、光熱水費など 78万円（▲１万円）
繰出金 74億1046万円 子どもへの仕送り 74万円（▲７万円）
投資的経費 81億6240万円 自宅の増改築など 82万円（▲26万円）
補助費など 39億7368万円 町内会費など 40万円（２万円）
維持補修費 ８億944万円 自宅や設備の修繕 ８万円（０万円）
その他 １億7641万円 その他 ２万円（０万円）

合　計　 538億1000万円 合　計 538万円（▲37万円）

分担金・負担金
６億6962万円

（1.2％）

使用料・手数料
12億364万円

　（2.2％） 

繰入金など
11億8906万円

（2.3％）

地方交付税
42億8132万円

（8.0％）

国庫支出金
85億7254万円

（15.9％）

県支出金
32億1220万円

（6.0％）

市　債
75億3209万円

（14.0％）

地方譲与税など
33億3022万円（6.1％）

諸収入
13億6639万円

（2.6％）

市　税
224億5292万円

（41.7％）

市　税 市民税や固定資産税、軽自動車税など市民のみ
なさまからの税金

分担金・負担金 特定の事業による受益者からのお金（保育料など）
使用料・手数料 市の施設などの使用料金や住民票などの手数料

諸収入 延滞金など収入のどの区分にも属さないお金

地方交付税 標準的な行政サービスを行えるよう、国税の一部
から交付されるお金

国庫支出金 特定の事業の経費に充てるため、国が市に交付
するお金

県支出金 特定の事業の経費に充てるため、県が市に交付
するお金

市　債 財源不足や多額の資金を要するときに金融機関
などから借りるお金

その他 基金からの繰入金や財産収入、国税のうち一部が
市に譲与される地方譲与税など

自主財源
と

依存財源

市が自主的に収入できるお金を「自主財源」といい、
この反対を「依存財源」といいます。自主財源の割
合が多いほど安定した財政で、市の自由度が増す
ので、自主財源の確保が重要な課題です。

総務費 全般的な管理事務や徴税、選挙など

民生費 高齢者・障害者の福祉や子育て支援など

衛生費 保健衛生やごみ処理、公害対策など

商工費 商工業の振興や観光などの経費

土木費 道路・公園などの整備や都市計画など

消防費 消防団や消防施設整備など

教育費 学校教育や文化・スポーツなど

公債費 借入金の返済に要する経費

その他 議会費や農林水産業費、災害復旧費など

人件費 職員の給料や手当などの経費

扶助費 児童や高齢者などを援助する経費

公債費 借入金の返済に要する経費

物件費 備品などの購入経費や委託料、光熱水費など

維持補修費 市の施設などの維持管理費

補助費等 公益的な事業などに対しての補助金や負担金

投資的経費 道路や施設の建設経費や災害復旧費など

繰出金 一般会計から特別会計に支出するお金

その他 貸付金や出資金など

福祉の充実
（民生費）
13万4911円

行政の運営
（総務費）
３万2974円

保健の充実や
快適なくらしづくり

（衛生費）
４万2473円

その他商業や農業の
振興など

（商工・農林水産費）
１万3067円

市債の返済
（公債費）
３万7067円

教育の充実
（教育費）
６万1344円

まちづくりの推進
（土木費）
４万9175円

市民 1人あたりに使われるお金

※平成29年３月１日現在の人口139,892人で算出
1 人あたりの予算38万4654円

消防活動
（消防費）
１万3643円

MEMO
平成29年度市債残高見込み1071億6210万円
1人あたりの市債76万6035円

歳 出
（目的別）

歳 出
（性質別）

歳 入

【依存財源】
　269億2837万円

（50.0％）

【自主財源】
268億8163万円

（50.0％）

　人件費、扶助費、公債費で全体の半分近くを占めて
います。これらは義務的経費と呼ばれ、歳入の状況に
かかわらず支出しなければならない経費で、この割合
が小さいほど財政の弾力性があるとされています。

人件費
90億4706万円

（16.8％）

物件費
78億552万円
（14.5％）

補助費など
39億7368万円  
       （7.4％）

投資的経費
81億6240万円

（15.2％）

公債費
51億8469万円

    （9.6％）

扶助費
112億4034万円

（20.9％）

繰出金
74億1046万円

（13.8％）

その他（貸付金など）
１億7641万円（0.3％）

総務費
46億1285万円

（8.6％）

商工費
８億2399万円（1.5％）

土木費
68億7918万円
（12.8％）

消防費
19億858万円

（3.5％）

教育費
85億8153万円
（16.0％）

公債費
51億8532万円

（9.6％）

民生費
188億7301万円

（35.1％）

その他
10億390万円（1.9％）

衛生費
59億4164万円

（11.0％）

一般会計　歳　出（性質別）

一般会計　歳　出（目的別）

一般会計　歳　入


